第１回子ども・子育て会議
資料４
保育園の現状等について
１　安曇野市の保育施設等の現況　
　（１）認可保育所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年10月1日現在）
	区分
	名称
	開設
	建築年　　
	定員
	児童数
	職員数

	公立
	豊科保育園
	S28
	H3
	150
	122
	17

	公立
	豊科南部保育園
	S32
	H22
	130
	156
	25

	公立
	南穂高保育園
	S28
	H24
	160
	181
	24

	公立
	たつみ保育園
	S57
	S57
	105
	89
	18

	公立
	アルプス保育園
	S50
	S50
	120
	73
	14

	公立
	上川手保育園
	S31
	H12
	80
	63
	15

	公立
	有明の森保育園
	S30
	H21
	160
	126
	20

	公立
	有明あおぞら保育園
	H21
	H21
	160
	138
	19

	公立
	西穂高保育園
	S30
	H15
	250
	214
	30

	公立
	北穂高保育園
	S30
	H24
	90
	72
	16

	公立
	穂高保育園
	S32
	H12
	180
	193
	32

	公立
	三郷西部保育園
	S29
	S53
	70
	59
	13

	公立
	三郷南部保育園
	S29
	H26
	150
	147
	24

	公立
	三郷東部保育園
	S29
	S52
	170
	159
	22

	公立
	三郷北部保育園
	S29
	S53
	150
	122
	20

	公立
	堀金保育園
	S36
	H20
	280
	241
	29

	公立
	明科南保育園
	S51
	S51
	130
	108
	16

	公立
	明科北保育園
	S36
	H22
	90
	66
	15

	私立
	細萱保育園
	S27
	S55
	90
	93
	15

	合計
	公立：１８園　私立：１園
	
	
	2715
	2422
	384


安曇野市には現在、公立が18園、私立が１園で、公立園については合併以降計画的に改築等を進めてきている。

　　また、園児の増加から平成21年には旧有明保育園を分園し有明あおぞら保育園を新たに開設し、旧有明保育園を有明の森保育園に改称した。

　　改築に併せて定員規模の見直しや未満児保育室の拡充などを随時行ってきているが、増加する未満児にたいして、未満児保育室のキャパシティ(収容力)が限界に達してきている。
　　

　　また、上記の保育園に加え、平成28年に新たに三郷地域に私立の認定こども園が開設される見込である。（定員規模：３歳未満児31名・３歳以上児30名　合計61名）
（２）幼稚園
	区分
	名称
	開設
	建築年
	定員
	児童数
	職員数

	公立
	穂高幼稚園
	S29
	S48
	140
	118
	14

	私立
	豊科シオン幼稚園
	S25
	
	
	4
	2

	合計
	公立：１園　私立：１園
	
	
	
	122
	16


　
　　（３）認可外保育施設（一般）

	区分
	名称
	開設
	定員
	児童数
	職員数

	個人
	花園保育園
	S63
	60
	47
	4

	NPO
	保育室モモ
	H12
	20
	7
	4

	父母会
	森の子
	H14
	24
	21
	5

	NPO
	くじら雲
	H18
	23
	20
	3

	個人
	保育室くまのこ
	H17
	12
	5
	8

	個人
	ひかりの子
	H23
	15
	7
	3

	NPO
	たけのこ
	H26
	3
	3
	7

	合計
	７施設
	
	157
	110
	34


（４）認可外保育施設（事業所内保育）

	区分
	名称
	開設
	定員
	児童数
	職員数

	地独法人
	こども病院保育所
	H7
	20
	11
	4

	医療法人
	ミサトピア小倉病院保育所
	H14
	15
	13
	5

	医療法人
	篠崎医院保育所てくのん
	H20
	29
	17
	10

	認可法人
	安曇野赤十字病院あずみのキッズ
	H21
	13
	11
	4

	合計
	４施設
	
	77
	52
	23


　　保育所以外の保育施設については、幼稚園が２園（公立１園、私立１園）、認可外保育施設が11施設（内4施設が事業所内保育所）となっている。

認可外保育施設については、公立保育園に入所できない未満児の受け皿になっているほか、野外保育等、安曇野の自然環境を生かした特色ある保育を実施している施設もある。

また、事業所内保育は医療機関において開設されているが、一般企業ではまだ開設に至っていない。

２　認可保育所の状況
　（１）園児数の推移　
	年度
	H21
	H22
	H23
	H24
	H25
	H26
	H27

	未満児
	280
	313
	324
	330
	378
	386
	395

	以上児
	2,092
	2,073
	2,091
	2,086
	1,974
	2,044
	2,027

	全児童
	2,372
	2,386
	2,415
	2,416
	2,352
	2,430
	2,422
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　　園児数は、少子化の影響で３歳以上児については減少傾向にあるが、３未満児の増加が続いており、平成22年からの５年間で26％程度増加しており、全体としては平成27年までは増加してきている。
　　

　（２）公立保育園の職員数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
	区分／年度
	H17
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24
	H25
	H26
	H27

	正規
	110
	99
	95
	95
	95
	90
	91
	87
	86
	87
	91

	非常勤
	203
	201
	213
	224
	231
	224
	220
	222
	232
	239
	235

	合計
	313
	300
	308
	319
	326
	314
	311
	309
	318
	326
	326
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　合併以降、正規職員については削減を進めてきたが、削減された正規職員の補完や増加する保育ニーズ（保育の長時間化、未満児の増加、一時預かり保育実施、障がい児の増加など）への対応として非常勤職員を増やしてきており、合併当時の平成17年では、非常勤職員の割合が64％であったが、平成27年には72％を占めるようになっている。

　増加する保育ニーズ（特に未満児の増加）へ対応するため、保育士をさらに増員する必要があるが、全国的な保育士不足の状況もあり、年々保育士の確保が困難になってきている。
３　保育サービス内容の変遷　
	年代
	未満児保育
	長時間保育
	土曜保育
	障がい児保育

	S50
年頃
～
H元
年頃
	S40年　穂高保育園で開始

S50年　豊科保育園

　　　　アルプス保育園

S52年　明科南保育園

　　　　明科北保育園

S53年　細萱保育園
S55年　北穂高保育園

S57年　たつみ保育園
S59年　三郷南部保育園
S60年　有明保育園


	S55年　豊科保育園
　　　　午後４時～６時
S59年　三郷東部保育園
　　　　午後４時～６時
	　
	当時の南安曇郡内においてすでに「統合保育」と呼ばれ障がい児が入所していた保育所もあったが、障がい児保育のための特別加配が正式に行われるようになったのは、昭和55年から

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	H元
年
～
	H2年～　各園で開始。　　　　（３歳児クラスに２歳児１名混合保育あり）

・H5年　25名（明科除く）
・H12年　91名（全域）
	H３年　三郷北部
午後６時まで
H４年　明科地域
午後５時30分
H５年　豊科保育園

たつみ保育園

早朝７時30分～
H６年　穂高地域
午後６時まで
H10年　三郷西部
午後６時まで　
H12年　三郷東部保育園

三郷北部穂区園　
　　　　早朝７時30分～
	　
	　

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合併
～
	・H21　207名（全域）
・H27　323名（全域）　
	全園早朝・長時間実施　　
　７時30分～８時30分
　16時30分～19時00分

	各地域１園で開始
（半日保育）

※H21年～三郷地域は
堀金保育園で行う
H23年　一日保育開始
　　　※穂高保育園で

全地域対応
	


保育所は児童福祉法の制定（昭和22年）以降、昭和28年頃から合併前の各町村において随時開設してきた。
　　乳児等、３歳未満児の保育は、昭和40年頃から当時のニーズに応じて随時実施園を拡大し、平成2年には全園で実施するようになった。平成12年には全域で91名の園児数であったが、平成27年には395名の園児数で、年々増加している。

　　長時間保育については、昭和55年から豊科保育園で午後4時から午後6時まで行うようになり、早朝についは平成5年から、午前7時30分から受け入れるようになり、合併を機に全園統一して早朝は午前7時30分から、延長は午後7時まで実施するようになった。
　　土曜保育については、合併以降５園(各地域１園)で半日保育を実施するようになったが、堀金地域と三郷地域においては、平成21年以降合同で堀金保育園にて行うこととなり、現在は４園で実施している。また平成23年には、穂高地域で半日保育を実施していた穂高保育園で、市内全域を対象とした１日保育も実施するようになった。

　　障がい児保育については、状況に応じて随時各園で対応してきているが、特に近年は発達障がい児の増加など、加配保育が必要な児童が増加しており、子ども発達支援相談室と連携を取りながら、子どもの状況に応じた発達支援（加配保育）を実施している。
※加配保育とは…障がい児等で保育園生活や発達について特別な支援が必要な児童に対して、担任以外に保育士を配置して必要な支援を行う保育のこと。
４　近隣市町村の保育施設等の状況　
	施設区分
	保育所
	幼稚園
	認定こども園

	市町村
	公立
	私立
	計
	公立
	私立
	計
	公立
	私立
	計

	安曇野市
	18
	1
	19
	1
	1
	2
	　
	　
	0

	松本市
	44
	10
	54
	3
	15
	18
	　
	2
	2

	塩尻市
	15
	2
	17
	　
	3
	3
	　
	　
	0

	大町市
	8
	　
	8
	　
	2
	2
	　
	1
	1

	山形村
	1
	1
	2
	　
	　
	0
	　
	　
	0

	池田町
	2
	　
	2
	　
	　
	0
	　
	　
	0

	松川村
	2
	　
	2
	　
	　
	0
	　
	　
	0

	生坂村
	1
	　
	1
	　
	　
	0
	　
	　
	0

	麻績村
	1
	　
	1
	　
	　
	0
	　
	　
	0

	筑北村
	2
	　
	2
	　
	　
	0
	　
	　
	0

	　　計
	94
	14
	108
	4
	21
	25
	0
	3
	3


５　県内の民営化の状況

　　近隣市町村においては現在まで、公立保育所を民営化している経過はないが、松本市、塩尻市においては、市町村合併を契機に統廃合を進めてきている。

　　松本市では、平成16年、平成21年、平成22年、平成25年にそれぞれ2園を1園に統合し、塩尻市では、平成14年、平成16年にそれぞれ３園を１園に、平成20年、平成22年にはそれぞれ２園を１園に統合しているほか、平成21年、平成25年にはそれぞれ１園を廃止している。また、塩尻市では平成24年に新たに私立保育園が２園開設されている。
　　

　　県内１９市の中でこれまで民営化をした経緯のある市は、長野市、飯田市、須坂市、茅野市の４市で、長野市では、長野市公立保育所の適正規模及び民営化等基本計画を策定し、計画的に民営化を進めており、平成25年度までに３園を運営委託し、１園を移管統合しているほか、現在、５園の民営化を決定し、計画に従って施設移管に向けて進めている。
５　園児数の推計
　（１）就学前児童数・認可保育所園児数の推計
	年度
	H22
	H27
	H32
	H37
	H42
	H47
	H52
	H57
	H62
	H67
	H62

	就学前児童数
	5,052 
	4,477 
	4,274 
	3,964 
	4,211 
	4,151 
	4,678 
	4,474 
	4,181 
	4,039 
	4,004 

	園児数（未満児）
	313 
	395 
	524 
	486 
	517 
	509 
	574 
	549 
	513 
	496 
	491 

	園児数（以上児）
	2,073 
	2,027 
	1,829 
	1,696 
	1,801 
	1,776 
	2,001 
	1,914 
	1,788 
	1,728 
	1,713 

	園児数（全児童）
	2,386 
	2,422 
	2,353 
	2,182 
	2,318 
	2,285 
	2,575 
	2,463 
	2,301 
	2,224 
	2,204 
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　　※安曇野市まち・ひと・しごと創生総合戦略における人口推計を基に推計（H22・H27は住民基本台帳の実績値による）
　　まち・ひと・しごと創生総合戦略における幼年人口の推計では、平成37年までは減少傾向がつづくが、その後平成52年まで増加が見込まれている。

　　上記の推計を基に保育所の園児数を推計すると、３歳以上児では平成37年まで減少が見込まれるが、３歳未満児については平成22年からの５年間で26％程度増加しており、当面は増加傾向が見込まれるため、総数では2,200～2,300人程度の園児数が維持されるものと見込まれる。
　　
8

